
1

公益社団法人 日本漫画家協会

漫画家から見た

最近の海賊版サイトと

新たな怒りポイント

赤松 健 2021/11/29
（公益社団法人「日本漫画家協会」常務理事）





テキストボックス
構成員限り



テキストボックス
構成員限り



テキストボックス
構成員限り

テキストボックス
構成員限り



既に違法化されたリーチサイトはともかく、ス
トリーミングサイトに関しては、今も閲覧だけ
なら合法です。これに対して有効な対抗手段
があまり無いのも分かっています。

・・・すると、どうしても「サイト・ブロッキング」を
考えたくなりますが、日本漫画家協会では、
「通信の秘密」や「表現の自由」を脅かす可能
性があり、国民の生活にも直接影響するサイ
ト・ブロッキングに対して、「漫画家の権利を
守るため」という理由で導入することには大き
な違和感を抱きます。

当協会のちばてつや会長も「ブロッキングと
いう手段が諸刃の剣になりかねない」と危惧
しています。

出版社＆国と、漫画家（権利者）団体とが言
い争うことは、海賊版サイトを利することにな
るため、避けなくてはなりません。

【ではどうすれば良いか？】
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海外ユーザー（読者）に視点を移した場合、例えば
少年ジャンプでは、「MANGA Plus」というWEB漫画誌
で、海外にも日本と同時に最新話を公開しています。
日本からはアクセス不可で、iOS&android用アプリも

あります。最初から、英語・スペイン語・タイ語・イン
ドネシア語など多言語で翻訳されており、全て無料
なので、わざわざ海賊版で読む必要性が無くなって
くるわけです。

【海外におけるデジタルコンテンツの整備】
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MANGA Plusの公式ロゴ

「正規版デジタルコンテンツの流通促進」こそ、
最大の海賊版対策になり得る

「日本＝アニメや漫画の国」という認識（勝てる分野）を世界に広め、
さらに海賊版を駆逐できるような施策には、

国から支援金を出しても良いのではないか。（※余談）



どんなに正規版が普及しても、「海賊版だけを使いたい人々」は少数います。
（例）手持ちの全端末でオフライン読書したい。ローカルで保存することに喜びを感じる。

その完全な撲滅を目指すのは非効率なので、今は「正規版を常識化し、海賊版を違法でダサいも
のと印象づける」ことを目指すべきと思います。
そのためには・・・
• 小中学校からの著作権教育
• 「NO MORE 映画泥棒」にも匹敵する広報を・・・ＡＢＪで。

→ 現在の「違法かどうか考えたことが無い」から「これは多分違法だ」と判別できるようにする。

また、ストリーミング形式の海賊版サイトに関しては、
• 国家間で更に連携した海賊版サイト対策

→漫画家（権利者）自身が動いて、各国の警察に対して意義の説明を行う
→特にクラウドフレアに対する手続きの「コツ」の共有→迅速化

最後に、クリエイター側からは
• 正規版のデジタルコミックでしか表現できないアイデア

→縦書きでも横書きでも無い、デジタルならではの新しい漫画フォーマット （再現しにくい）
→徐々にバージョンアップする漫画（これも海賊版では再現しにくい）
→ＮＦＴを組み込んだ、コピーは可能だが、名誉と満足感が買えるシステム

・・・など、各分野で総合して海賊版対策を進めると効果が高いのでは。

【日本にいる海賊版ユーザーへの対策】
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